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研究成果の概要（和文）：本研究では音楽人類学的観点から、20世紀末よりインドネシア・バリ島で普及した神
聖なガムラン音楽「スロンディン」の復興現象を対象に調査研究を行った。この現象の要因として着眼したの
は、1998年のスハルト政権崩壊にともなう社会不安である。以上の背景から本研究は社会的な危機意識の克服手
段としての音楽の役割を分析し、その成果を論文（e.g.「想像と記憶の音楽再興―インドネシア・バリ島、複製
技術時代における音と形のダイナミズム―」『人類学研究所　研究論集第２号』、南山大学人類学研究所)およ
び国際学会での研究発表として発信した。

研究成果の概要（英文）：This project investigated the musical revival of the sacred gamelan 
Selonding which prevailed in Bali(the republic of Indonesia) after the end of the 21 century. The 
point at issue is the social disorder due to the fall of Soeharto's regime in 1998. Focusing on this
 background, this study analyzed the function of music as a means for overcoming social anxiety and 
the result was published by articles (e.g. 'The Imagined Music Revival: The Dynamism of the Balinese
 Sacred Gamelan SELONDING in the Age of Technological Reproducibility' in Anthropological Institute 
Vol.2, Nanzan University) and paper presentations at international conferences.
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１．研究開始当初の背景 
（１）バリ島の古楽復興への関心： 

 本研究は、インドネシア共和国バリ島で

20 世紀末より急増した古楽スロンディン

(Selonding)の復興現象である。スロンディ

ンはバリ島の一部の村落において伝承され、

楽器そのものが神聖な存在として扱われて

きた。一方で都市部におけるスロンディン

復興（複製）の現象は 1998 年のスハルト体

制崩壊による社会不安と連動した、音楽文

化における反動主義の現れである。本研究

は、バリ島における本事例を歴史的転換点

における音楽文化創造／再興のメカニズム

から分析することを目的に構想された。 

（２）普遍的命題としての「危機と音楽」： 

現代は世界規模で人、モノ、情報の流通

が多方向化し、社会全体に不確実性を与え

ている。ではリスク社会と呼ばれる現代的

状況において、音楽という存在はいかなる

価値をもつのか。この問いのもと、本研究

はバリ島の都市部の生活が直面する危機意

識と伝統音楽の動態を「危機と音楽」とい

う普遍的観点より、音楽の生成要因および

人類社会における音楽の分析を主軸とした。 

 

２．研究の目的 

本研究の独創点は伝統音楽に対する静

的な視点を排し、社会不安を根底とする

音楽生成を通じて「人間存在にとって音

楽とは何か」という問題を問うところあ

る。さらに本来「神聖＝本物」の対比的

性格をもつレプリカ楽器が、ヒンドゥー

儀礼への導入を通じて真正性を帯びてい

く現実は、ベンヤミンの複製芸術論のポ

ストモダン的逆説現象として考察に値す

る。社会再編に伴う「スロンディンの神

聖性」を介したシュミラークルな伝統回

帰のあり方は、アンダーソンの想像共同

体論とはまた性格の異なる事例でもある。 

この「神からの贈物・スロンディン」

をめぐる現代バリ社会の位相の研究を通

じて得られる成果は、将来的に価値ある

文化記録および音楽文化生成に対する新

たな知見の提示である。特に観察の過程

では、「楽器（モノ）―状況／変化（コ

ンテクスト）―意味づけと行動（コト）」

の関係に焦点をあて、この現象に潜む人

間と音楽の通時性・共時性、音楽文化の

生成条件を引き出すことを目標とする。 

 
３．研究の方法 
本研究の遂行は、「①理論的文献研究」

「②現地調査」「③映像民族誌の制作」

の三要素から構成される。①では音楽学

としての「音楽とコミュニティ」、文化

人類学としての「リスク社会と危機」、

地域研究としての「ポスト・スハルト時

代のインドネシア・バリ島における政治

的経済的状況」の三側面から本事例を分

析する。②においては、「スロンディン

新興現象の実態」と「当該地域の社会的

状況」の両面から綿密な聞き取りを行う。

その記録データを③としてまとめ、国内

外の研究機関との共有化を図る。研究進

行においては南山大学人類学研究所の

共同研究「危機と再生の人類学」、所属

学会（文化人類学会、国際伝統音楽評議

会／ICTM）など、国内外の研究者との

意見交換によって成果の促進を図る。 

 

４．研究成果 

 本研究では文献調査による理論的枠組を



ふまえた上で、特に現地におけるスロンデ

ィン復興活動の微視的観察に焦点を当てた。

その結果以下の知見を得たため、それらを

理論的に収斂化した上で論文および学会発

表として発信を行った。 
 

（１） 音楽復興における身体と記憶： 

バリ州ギャニャール県を中心に行った実

地調査で得た一つの発見は、未知の経験が

「複製／再生産」を通じて実体化するプロ

セスである。まず本事例の場合、再興活動

の主体である人々を動機付けているイメー

ジは、他者（研究者）によって構築された

言説と、録音技術を通じて拡散した複製音

源との混交体である。ここにおいて重要な

のは、情報として浮遊するイメージが主体

の身体的記憶（音楽経験）とモノ（楽器）

との相互作用を経て、最終的にそれぞれに

オリジナルな様式や価値を生み出すという

文化再興のありかたである。 

ここで注目すべきは、スロンディンとそ

の再興の担い手との間に歴史的な連続性が

欠けているという点において、「過去の再現

としての音楽再興」という素朴な前提とは

むしろ逆の、「想像の産物としての音楽再興」

という側面である。こうした情報受容型の

ヴァーチャルな過去の創造に、今日の音楽

再興の特質があるといえる。さらに重要な

のは、こうした「未知の過去」への夢想が

具体的な「音のかたち」として受肉するの

は「既知の過去」の中にある、という点で

ある。この復興活動の実践過程では、それ

ぞれのスロンディン楽器は主体の身体に内

在する音楽経験の介入を経た上でオリジナ

ルの様式へと再編されている。このプロセ

スは、まさに哲学者ベルグソンが「すべて

の知覚はすでに記憶なのである」と表現す

るように、「音―身体－記憶」の根源的な関

係性を示していると考察した。この特質は

ペジェン村とパヤンガン村の事例に顕著に

みられ、主体それぞれの音楽経験が複製ス

ロンディンの鍵板配列に特有の様式を生み

出している（写真, 図 1-2）。この観察をふ

まえ、身体記憶がスロンディンの楽器構造

の多様性と密接な関係にあると推論した。

なお、この知見については項目５[雑誌論

文：１、学会発表：５]で成果発信した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（２） 現代バリにおける音楽と反動主義： 

 現地調査から観察したスロンディン復興

現象の背景として、ポスト・スハルト時代

の社会変動に加え、以下２つのバリ社会を

覆う不安感に対する反動主義的感情が内在

していることを分析した。 

 一つは観光開発へのアンビンバレンツな

感情である。バリ島の観光は植民地時代に

始まり、80 年代から 90 年代にかけて黄金

写真: パヤンガン村の複製スロンディン 



期を迎えた。しかし現在では自然破壊や地

域共同体社会の混乱への懸念から観光に対

する否定的な感情が広まっている。スロン

ディン復興の担い手の多くからこうした発

言が多くみられたことから、その意味で彼

らの実践は「正しいバリ」を復活させるた

めの音楽的アクティヴィズムであるととら

えることができる。しかし一方で重要なの

は、この思考は決して単線的な原点回帰と

してではなく、内と外、伝統と観光、実体

とメディアといった境界のあわいで複雑な

拡張と増殖を続けている点にある。この多

面的な様相については項目５の [雑誌論

文：１－３]で論じた。 

 もう一つは、グローバリゼーションの文

脈におけるスロンディンの文化的価値の再

発見である。なかでも着目したのが、現地

のスロンディン研究者であるパンデ・ワヤ

ン・トゥサン氏によるブサキ寺院における

スロンディン復興活動である。氏との対話

を通じて明らかとなったのは、第一に彼の

研究の原動力となったのが、「他者（外国人

研究者）に構築されるバリ文化論」への違

和感、還元すれば学問的グローバリゼーシ

ョンへの懸念である点にある。この意味に

おいて氏が推進したブサキ寺院でのスロン

ディン復興と儀礼文化への導入は一種のグ

ローカリゼーションに根差したアクティヴ

ィズムであり、かつこの寺院がバリ儀礼文

化をイデオロギー的に統括するヒンドゥー

総本山である以上、その影響はきわめて重

要である。特に２年目の後半からはこの現

象への観察と分析を重点化し、その成果は

2018 年 7月に予定の国際学会での発表（項

目５[学会発表：１]）で発信する。 
 

 以上の研究成果の他、国際的な学術交流

の拡大（国際学会での発信、国立スラバヤ

大学での研究交流など）をはかることがで

きたのも本研究の大きな成果である。その

一方、一連の研究経緯から３年目に予定し

ていたカランガッスム県（特にブサキ寺院）

での調査が、同地域に位置する最高峰アグ

ン山の噴火により実現不可能となった。こ

の参与観察を映像民族誌の主要な一部とし

て考えていたため、映像民族誌については

編集段階のままとなった。学会発表や論文

としての成果発信は一定の達成を得たこと

ふまえ、この課題については今後より質の

高いかたちで完結させる所存である。 
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